
 

 

様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１） 

 

朝 倉 警 察 署 協 議 会 会 議 録 

朝倉警察署協議会 

 
開催年月日時 

 令和６年７月２５日  午後３時００分から 

 令和６年７月２５日  午後４時１５分まで 

 

  

 
開 催 場 所          朝倉警察署 会議室 

 

 

出 席 者        

警察署協議会 会長以下８名 

 

  

 

警 察 署        

署長、副署長、総務課長、会計課長、刑事課長 

交通課長、警備課長、地域課長、生活安全係長 
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 【署長挨拶（要旨）】 

警察署協議会委員の皆様には、平素から地域の安全・安心の実現に向けた各種警察活動への

御理解と御協力を頂き感謝申し上げる。 

今後の主な警察活動について、２点説明させていただく。 

１点目は災害対策についてである。今週の初めに梅雨も明け、特段の大雨災害も発生するこ

となく一安心しているところだが、既に沖縄地方では、台風による風水害が心配されていると

ころであり、我々も、今後の台風による被害を想定し準備を進めておく必要がある。 

２点目は、交通事故対策である。先週末、夏の交通安全運動が終了したところだが、各種学

校の夏休みが始まり、子供が当事者となる交通事故のほか、観光や帰省などで甘木・朝倉を訪

れ、慣れない道路環境の中で事故を起こしたり、懇親会の帰りに飲酒事故を起こすといったこ

とも十分予想されるので、各種街頭活動を通じて、交通事故防止の徹底にも努めていく所存で

ある。 

いずれにしても、こうした活動を進めていく上で、皆様方のご理解とご協力、さらには、様々

なご意見・ご要望等を頂きながら取り組んで行くことが、効果的な活動に繋がろうかと思う。 

本日も各担当課から、各種取組について報告させて頂くので、それに対する忌憚のない意見

を宜しくお願いする。 
 

【会長挨拶（要旨）】 

夏休みに入り子供の行動が活発になることから、それも見守る大人の行動も重要となる。 

本日、福岡県は今年の一番の暑さとなっており、東北地方では豪雨となる等、災害はどこで

発生してもおかしくない状況である。 

過酷な環境状況で勤務される朝倉警察署の方々にあっては、健康状態に十分留意されながら

職務を遂行していただきたい。 

本日の警察署協議会が実りの多い会議となるよう、皆様の御意見をお願いする。 

 

【報告事項等】 

１ 令和６年１月から６月までの間の管内の犯罪情勢等について 

⑴ 管内の１１０番通報の受理状況（地域課長） 

⑵ 管内の刑法犯認知・検挙状況（刑事課長）    

⑶ 管内のニセ電話詐欺等の発生状況（生活安全係長） 

⑷ 管内の人身安全関連事案の受理状況（生活安全係長）   
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⑸ 管内の交通事故の発生状況（交通課長） 

  ２ 朝倉警察署の災害に対する取組み 

  ３ 前回の警察署協議会で出された要望等に対する回答 

            

【質疑、意見、要望等】 

 ○ 委員から「週末の夜にバイクが爆音で走行をしている。朝倉市街地でも夏になると、暴

走するバイクを見掛けることから対応策についてお聞きしたい。」旨の質問がなされ、署

長が「署外活動を通じて、違法な改造バイクの把握に努めている。またバイクによる暴走

行為を把握するためにも、目撃された際には１１０番通報をお願いする。」旨回答した。 

 

 ○ 委員から「自転車乗車時のヘルメット着用が普及しないのは、なぜか。」旨の質問がな

され、交通課長が「自転車乗車時のヘルメット着用が義務では無く、努力義務となってい

るためと思われる。小さい頃から自転車に乗る時にはヘルメットを被るよう指導すること

が大事なので、幼稚園から高等学校までの各世代に対する交通安全教室を通じて、ヘルメ

ット着用促進を実施していく。」旨回答した。 

 

 

 


